




























































































































































































































































































































































































































































































































裏 ベンベルグ レーヨン　（100％） 90 1．5 350
装　　　飾　　　用 ブレード レーヨン　（100％） 1．7 6．3 450
レーヨン　（100％） 22 24．2 810
装　　　飾　　　用 チ・…・一・
｛；
レーヨン　（100％） 15 24．8 810
レーヨン　（100％） 17 3．3 810
衿（フ　　　リ　　　ル） チ・一ル・一・
｛言
レーヨン　（100％） 10 3．2 360
更に強調する光沢が必要である。そこで、布の組織や、糸密度、厚さなど布の諸元について、
細かく検討した。また3枚の飾り布もプロポーションの上から、極めて重要なポイントであ
る。この細長い花弁の形ちを保つためには、布の張りが必要な上に、装飾用のレースや、点々
と散りばめられたピンクのコーサージュとも調和が要求される。そのために幾つかの素材を
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用いて一部ピンワークを試みるなどの方法をとった。表1に素材と要尺及び単価の概要を示
した。
　　　（2）　ドレス布による立体裁断の要点
　トップは……ブロードによるべ一シックパターンを基に製作する。
　スカートは……布の使用量が多いことと、ドレープが主体のためにドレス布の材質の違い
が多大な影響を及ぼす。そこでドレス布を使って新たに立体裁断を行う。先ずボディーにパ
ニエを着装させ、オーバースカートのピンワークを行う。仮製作における立体裁断から得た
適格な分量を想定して、まず布を台形に裁ち、シャーリングを併用して布を引き上げ、ドレー
プを形成する。またアンダースカートa・bの土台布は共に裏布を使用し、6枚接ぎとする。
この場合土台布の裾はパニエの脹らみをつぶさない程度の寸法を考慮する。尚、ウエストに
最小限度のゆとりを持たせ、ウエスト寸法の余り分はタックで始末をする。アンダースカー
トbは、まず土台布にオーバースカートの裾線を写し、その隙間から見えるアンダースカー
トbの位置も印し、一方、ドレープを形成したアンダースカート布bの形状を確め見栄え良
く縫合する。アンダースカートaは，オーバースカート及びアンダースカートbの裾線を、
あらかじめ土台布に印し、ギャザーを寄せたアンダースカート布aを三枚重ねのスカートの
裾線が落ちつく位置に縫い合わせる。飾り布は仮製作時における立体裁断済みのものを応用
する。
　　　（3）立体裁断の展開図
　トップは、仮製作時におけるべ一シックパターンを用いて製作を行ったので、図13－1の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　56一当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
図13－1　予想製図と立体裁断の比較　　　　　　　L－一一＿114－一一一一＿↓
　　　　　　　　身頃　　　図13－2オーバースカート展開図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l。．7／23・・5・・ζ’∫3　　1　　　1
－’ l　l＼　　　1・　　　副　イ1　1　忽　　・9・1板　　　　枚1・45
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　　　L－一一一　　90－一一→
図13－3　アンダースカート土台布展開図
　　　　　（6枚接ぎの元型）
964
」
⑥…・1枚
二b）・…2枚
◎・…3枚
／17＼
」．一一52－一∋　　　　　　L＿一一＿一一一．一一＿一＿．⇒
前側　・　　　　　　　④25㊤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37　　　　　　　　16
82，5　　　　　　　　　　　　　105　　　　　　0　　　　　　　④
＼＼讐
　　　　N． 37　　　　　　　　16
＼＿＿＿　＿＿一／　　　　（925⑮　　　　　　フリル付け位置
図13－4　アンダースカートa展開図　　　図13－5　アンダースカートb展開図
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ス布地によるピンワークであり、ブロー
　　　　　　5ノ　｜　　　　　　ドによる仮製作の試作時とは微妙に変化
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　　1。．，　　に示す通りである・
　！　　　　　　　　　　（4）仮縫い要点と試着及び補正
1　　　　　　　仮縫い合わせは、ぞべ糸及び絹縫糸を
1
1　　　　　　　主に使用し、仮製作と同じ要領で縫合し
1　　　　　　　た。写真1のイヴニングドレスの着装状
1
1　　　　　　　態に近似させ試着し、原画と見比べると
巖覆：一一一ほ頗いと思われる．写鄭の示す働
イ1：中央部飾呪1、　　である。飾り布は少し細くなった様であ
　　　　　＼i，，，＿　2’‘剛［酬り71」る・▽れは仮製作時はブ・一ド・・番で
　　　　　図14飾り布展開図（補正）　　　　あり軽かった。しかし・本製作のズーラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タフタの布は重いので垂れて幅が狭く感
じられ、加えて原画が斜から描かれている点で、割り出し寸法と実寸の誤差が強調されるこ
とになったものと思われる。そこで飾り布の型紙を、図14の様に大幅に補正した。
　　　⑤　本縫い
　ドレスの本縫いは省略し、この項の末尾に完成着装の写真を原画と対象させたい。髪飾り
やコーサージュは、原画に見られるように、タフタの飾り布の緑や、チュールレースの色に
調和し、ドレープの陰影にも美しく映えるものが良いと思う。そこでシルクオーガンジーの
布をピンクのぼかしに染色した。その濃淡のある布を用い、花弁の異なるバラを作成し装飾
することにした。写真7に示す通りである。
IV．総　　括
　西洋服飾の複製を行う事は、史的研究・技術的要素・縫製科学等と多面的な因子を持ち、
困難が予想され、それらの事柄を如何に解決するかが重要なポイントである。勿論、当時の
文献が第1の資料である。それにも拘らず現代の素材と技術を用いて、複製をしようとする、
目的そのことが、大きな懸念であった。しかし、複製のドレスを選択するに当って、着装を
対象とすることを大きな要因として決定した。その決果文化型スタンの使用も可能で、ピン
ワークしやすくなり、立体裁断と平面裁断の併用ができた。一方においては、モードの歴史
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写真6　イブニングドトレスの仮縫
写真7　装飾品（髪飾り・コーサージュ）
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写真8　完成着装と原画の対象
に見られる蹴回し寸法を指標に比例計算により、ドレスの予想製図を行った。こうした事が、
造型に対する布の使用法、寸法の適格さ、バリエーションの掴み方など、的確な量感を速や
かに、表現出来る感覚を把握することになった。延いては、立体裁断の予備知識となり得た
のである。そのことは、製作過程に於て、見積りの難所と思われる各部位が、仮製作や本製
作の仮縫試着に於て、補正が極くわずかであったことが何よりの証左である。
　またクリノリンは、縦10本横4段の針金の通り路を作り試着実験をしたが、横のみで原画
のイメージは再現でき、座ることも可能であった。然し、動作によってはパニエが不安定に
なる事から、改善策としてクリノリン保形性のアンダーパニエを製作し効果を得た。実習上
では、スカートのドレープを形成する際膨大なパニエを使用する為に、ピンワークしにくい。
当然、蹴回し寸法も大きい事から立体裁断は困難で、タック操作とシャーリングを併用する
等、縫製上の技法を駆使した。
　完成の写真を観察すると飾り布の綴がみにくい。これは、ズーラタフタフタの材質にもよ
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るが、装飾用のチュールレースが、白・黒共にレーヨン100％であり加えてブレードもレーヨ
ン100％である為、重みが加って垂れ雛が出来たと思われる。また、写真撮影が2週間展示の
後と云う事もありクリノリンの張りも少し押えられた様である。そこで着装期間によっては、
縦針金の使用も検討することが望ましい。
　以上のような考察から、次のように要約される。それは感性に支えられたデザインの把握、
また一方においては素材に対する科学的な応用も関与し、現代の人工素材を用いても、原画
の様な風合いのドレスを引き出すことが出来たと思われる。また染色化学と相侯って製作で
きた髪飾りやコーサージュは、当時のイメージに装飾出来全体的には、原画に近似している
事から技法上の成果はあったと思う。
　終りに、紙面の都合で研究過程および結果の詳細について割愛したことを付記する。
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